
◎ごみを出すときはご注意下さい 

 

１．電池の分別について 

乾電池が小型家電等の機器（テレビのリモコン等）より外されず、一緒に出されている物

がありました。資源物や燃やせないごみに入れると、処理の過程で圧力や衝撃が加わり、発

火する危険があります。必ず本体から取り外し、「有害ごみ」（赤いコンテナ）としてお出し

ください。 

また、リチウムイオン電池などの小型充電式の電池についても同じく機器より取り外され

ていない物が紛れていました。こちらも、「有害ごみ」としてお出しください。取り外せない

物については、分解せず、そのまま「有害ごみ」としてお出しください。 

    

・電池が取り付けられたままの TVのリモコン ・電池が取り付けられたままのデジタルカメラ 

  

※電池を外した本体は、燃やせないごみ（赤いコンテナ）へお出しください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．スプレー缶の出し方について 

 ごみとして出されたスプレー缶の中に中身の残った物や、穴を空けず、中にガスの残った

ままの物が紛れていました。スプレー缶は中身を使い切り（出し切り）、穴を空けてからお出

しください。 

 ガスや中身が残っている場合、処理等の際に引火し爆発する恐れがあります。 

  

・中身の残っていたスプレー缶 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３．飲料用の空き缶・ビン・ペットボトル等の中にごみを詰めないでください 

 飲料用の空き缶・空きビン・ペットボトル等の中にタバコの吸いガラ等のごみが詰められ

ている物が見受けられました。ゴミが中に詰まっているとリサイクルが出来ません。飲料用

の空き缶・空きビン・ペットボトル等は、きれいに洗い、キャップを取り外し、資源ごみ（緑

色の袋）でお出しください。 

  

 ・タバコの吸いガラの入っていた、飲料用の空き缶 

 

 

 


